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研究成果の概要（和文）：本研究では、社会的情報処理と情動制御の２側面から反社会的行動が

生起する二重内的過程を包括的にモデル化し、その発達的変化と適応的な方向での様態を明確

化した。さらに、これらの二重内的過程に影響を与える要因を、近接的要因（友人、家族、学

校など）と遠隔的要因（社会環境や社会システム）の両面から同定する調査を実施し、それら

の影響過程を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： This project proposed the dual intra-process model of 
social-information processing and emotion regulation predicting antisocial behaviors. A 
series of studies clarified developmental trajectories and adaptive mode of these processes. 
We also identified proximal (e.g., friends, families and schools) and distal (social 
environment and social systems) factors affecting the development of these processes. 
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１．研究開始当初の背景 
子どもを取り巻く環境による教育力の低

下を背景とした、社会の安全を脅かす凶悪な
犯罪や非行が増加の一途をたどっている（法
務省法務総合研究所, 2004）。こうした反社
会的行動の凶悪性の背後には、社会を捉える
認識の問題としての社会的情報処理の誤り

や歪み、利己的な行動をコントロールする際
の問題としての自己制御能力の低下が存在
していることが推察される。申請者はこれま
で、青年を対象に社会的情報処理の問題が反
社会的行動を生起させる過程について検討
を行ってきた。 
これらの研究は、反社会的行動を導く社会
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的情報処理過程の問題を明確にし、情報処理
の問題を修正することで反社会的傾向を改
善させる可能性を見出したという点で、一定
の成果を得たと考えられる。しかし、社会的
情報処理、すなわち認知的側面の問題のみに
焦点付けたこれまでの研究には限界があり、
個人の情動的側面を含めた二重内的過程
（dual intra-process）の包括的な検討が必
要である。また、これまでの研究では、反社
会的行動との関連から社会的情報処理の適
応的な様態を解明してきたが、一方で向社会
的行動などの適応的行動を導く情報処理の
あり方や、情報処理そのものの発達的変化に
関しては明らかにされていない。さらに、友
人・仲間集団との相互影響や学校場面におけ
る心理教育プログラムは、個人の情報処理に
直接的な影響を与える近接的要因として考
えられるが、同時に社会システムや社会環境
などの遠隔的要因によっても個人の情報処
理のあり方は影響を受けるものと考えられ
る。 
 
２．研究の目的 
反社会的行動の生起過程における情動的

側面を含めた包括的な内的過程のモデル化
の可能性については、Lemerise & Arsenio 
(2000) が、社会的情報処理モデルに対して
情動プロセスを組み込むことで、各情報処理
段階において情動が及ぼす影響を明確に整
理している。情動的側面を内的過程モデルに
組み込むにあたり、本研究では情動的行動を
脳機能と関連づけて再解釈した Gray, J. A.
の理論を参考とする（Gray, 1982, 1987）。
同理論では、行動を制御するシステムに２つ
を仮定している。一方は環境との能動的な相
互作用を駆り立てる行動賦活システム
（behavioral activation system: BAS）で
あり、接近、逃避、能動的回避などの行動が
該当する。もう一方は行動抑制システム
（behavioral inhibition system: BIS）で
あり、環境条件と行動の結果予期との間に不
一致が生じる場合に、行動反応を制止もしく
は減少させるシステムである。近年の研究で
は、これらのシステムを質問紙で測定する方
法が開発されており、脳波検査、神経画像技
術、自律神経系の活動を測定する方法などを
用いた指標との関連からその妥当性が確認
されている（Carver & White, 1994）。本研
究では、認知的側面である情報処理指標に加
え、Carver & White (1994) の尺度を参考と
した情動制御過程の測定指標を開発し、反社
会的行動を生起させる二重内的過程を検証
する。内的過程間には、BAS と BIS に対応す
る情動制御過程に対して情報処理がより高
次のレベルで制御機能を果たす階層性と、情
報処理に対しても情動制御過程がボトムア
ップ的に影響する双方向性が想定される（cf. 

Kochanska et al., 1998）。 
二重内的過程の発達的変化と適応的様態

に関しては、上記モデルを用いてその発達的
変化を横断的に検討し、適応的行動指標との
関連から適応的な様態を明確化する。先行研
究においては、社会的情報処理が反社会的行
動を生起させる因果モデルにおいて、中学生
と高校生及び大学生との間に発達的差異が
確認されている（吉澤・吉田, 2005a, 2005b）
が、それらの差異が生物学的な発達変化によ
るものなのか、学習・経験などの環境的な影
響による変化であるのかは明確にされてい
ない。したがって、内的過程の変化に影響す
る環境的影響要因を統制し、生物学的な発達
の相対的寄与を明らかにすることで、逆説的
に環境からの介入による改善可能性を検討
する。また本研究では、適応的行動指標とし
て向社会的行動や友人関係適応を測定し、情
報処理指標や情動制御指標との関連を検討
する。 
二重内的過程への影響要因に関して、本研

究では近接的要因と遠隔的要因の２つの枠
組みで各要因を整理する。これまでの研究で
扱われてこなかった他の近接的要因として
は、初期の家族による社会化の影響が考えら
れる。家族との幼いころからの交流の中で、
自分の価値観や考え方を相対化して捉える
機会や、自己の行動が周囲の他者を含む環境
全体に与える影響を想像できる機会を与え
ることが、社会的情報処理の誤りと歪みや情
動制御の問題を修正するうえで、重要な役割
を果たすと予想される。したがって、本研究
ではこれらの経験の有無が、内的過程の適応
性に与える影響を検討する。さらに遠隔的要
因としては、対人的相互作用の希薄化や社会
的規範の不明確化に代表される社会環境的
要因の影響を検討するため、Sampson et al. 
(1997) により提唱された集合的有能感
（collective efficacy）を中心的指標とし
て用いる。集合的有能感とは、近隣の住人が
居住者の共通の価値観を認識し、効果的な社
会的コントロールを維持する際の弁別的な
能力とされる。本研究では、集合的有能感や
共同体が有する資源などの特徴が反社会的
行動の生起に及ぼす影響に関して、上述の二
重内的過程の個人差要因を媒介した過程（社
会化の失敗）と、反社会的行動を誘発する日
常活動としての状況的要因を媒介した過程
（環境の不備）の２つのルートを想定したモ
デルを検証する。さらに、集合的有能感の差
異を明確化するため、個人主義文化と集団主
義文化とで比較文化的検討を行う。 
 
３．研究の方法 

（1） 二重内的過程のモデル化 

反社会的行動を生起させる二重内的過程
を明らかにするため、情動制御過程を測定す



 

 

る指標を開発する。既存の尺度としては
Carver & White (1994) による“The BIS/BAS 
Scales”があるが、この尺度は気質的側面を
重視する尺度であり、心理教育的介入に対し
て具体的な方略を提示可能であるかといっ
た点に疑問が残る。したがって、本研究では
介入への具体的な示唆を提供できるように、
社会的場面における自己制御の情動プロセ
スを測定可能な質問紙尺度を開発した。具体
的には、情動プロセスを含めた社会的場面に
おける自己制御能力の測定が可能な社会的
自己制御尺度を開発した。同尺度では下位因
子として、自己主張と自己抑制の２側面を想
定しており、それぞれが社会的場面における
自己制御の調整能力を反映する項目で構成
されている。そのため、将来的な介入プログ
ラムの開発や実施の際には、具体的レベルで
の介入方略の考案を目的として、尺度項目を
役立てることが可能である。 
本研究では、既存の社会的情報処理の測定

法、開発された情動制御過程の測定尺度と反
社会的行動に関する測定尺度を実施して、認
知的側面と情動的側面の相互作用が反社会
的行動を生起させる内的過程について、構造
方程式モデリングを用いたモデル化を行っ
た。 

（2） 二重内的過程の発達的変化 

反社会的行動に影響する二重内的過程の
青年期における発達的変化を検討するため、
中学生から高校生にわたる横断的調査を実
施した。既存の社会的情報処理の測定法は、
小学生から大学生のすべての年齢層に対応
可能な複数のバージョンが作成されている
ため、社会的自己制御尺度を加え、各年齢層
を対象とした測定を行った。 

（3） 二重内的過程による適応性の予測 

適応的な行動指標の関連については、主に
向社会的行動や友人関係適応との関連を検
討した。二重内的過程に関して、とくに情報
処理指標と向社会的行動との関連を検討す
るため、それぞれに該当する尺度を中学生と
高校生を対象に実施した。友人関係適応に関
しては、従来の研究で主に測定されてきた主
観的な関係評価だけではなく、ソーシャル・
ネットワーク分析の手法を参考とした客観
的な友人関係の指標に関しても測定を行っ
た。主観的な関係評価のみでは、友人や仲間
集団との質的な関係の良好さを測定するに
とどまるが、ネットワーク分析による指標で
は、集団内におけるその個人の地位やその個
人が他成員に対して持つパワーを測定する
ことが可能であり、客観的にみた個人の友人
関係における適応性を多様な側面から指標
化することが可能である。 

（4） 二重内的過程への近接的影響要因 

二重内的過程への近接的な影響要因であ

る初期の家族による社会化に関して、従来の
研究では、一貫していない厳しいしつけ、厳
しい体罰、親子関係におけるぬくもりの欠如
といった問題が子どもの反社会性と関連す
ることが示されている（e.g., Dodge & Pettit, 
2003）。しかし一方で、子どもの社会認識や
感情のコントロールの仕方に対して、親が直
接的にどのような情報的影響を与えている
かといった視点からの研究は少なく、適切な
情報処理や情動制御の育成に寄与する具体
的な社会化の方略は明らかにされていない。
本研究では大学生とその養育者を対象とし
た回顧法による調査を実施し、主に親との相
互作用のなかで社会認識に関連する会話が
どのようになされたのか、さらには情動を制
御する具体的なしつけをどのように受けた
かといった２つの側面に注目し、こうした相
互作用とこれまでの研究で開発された情報
処理や情動制御の指標との関連を検討した。 

（5） 二重内的過程への遠隔的影響要因 

二重内的過程への遠隔的な影響要因であ
る社会環境的要因に関して、社会的情報処理
アプローチに基づく従来の研究では、主に地
域共同体での暴力との接触による社会的学
習のメカニズムが強調されることが多く、共
同体の全体的な特徴が個人の内的過程の形
成を中心とした社会化にどのような影響を
与えているかについては包括的な検討がな
されていない。さらに先行研究全体を通した
問題点として、社会システムや文化が等質な
同一の国家内において異なる共同体間の比
較がなされているのみであり、社会システム
や文化が異質な複数の国家間で共同体間の
比較を行うという方法が採用されていない。
したがって本研究では、集合的有能感と共同
体の有する資源に代表される共同体の特徴
が反社会的行動の生起に及ぼす影響に関し
て、社会的情報処理及び情動制御による内的
過程の個人差要因を媒介した過程と、反社会
的行動を誘発する状況的要因（日常活動）を
媒介した過程の２つのルートを想定したモ
デルを検証した。個人レベル、共同体レベル、
国家レベルの３レベルごとに、階層線形モデ
ルもしくは構造方程式モデルを用いて比較
分析を実施した。具体的に国内の調査では、
集合的有能感は Sampson et al. (1997)、日
常活動は Osgood et al. (1996) による尺度
を改訂することで測定した。共同体資源は警
察庁及び総務省において公開されているデ
ータを収集した上で、調査協力者の居住デー
タとマッチングさせることで指標を算出し
た。複数の国家間の比較研究に関しては、ア
メリカ、韓国、中国、日本の５ヵ国の大学生
を対象に調査を実施した。 
 
 
 



 

 

４．研究成果 

（1） 二重内的過程のモデル化 

社会的情報処理と社会的自己制御による
反社会的行動の予測性を比較する分析を行
った結果、前者の予測力が高いことが示され
た。したがって、構造方定期モデリングを用
いた因果関係の分析を行ったところ、社会的
情報処理が社会的自己制御を規定すること
で反社会的行動に影響を及ぼすという、社会
的自己制御による媒介モデルの存在が示唆
された。 

（2） 二重内的過程の発達的変化 

社会的情報処理を中心に、その発達的差異
を中学生と高校生との比較により検討した。
その結果、社会的ルールが知識として内在化
されている程度を反映した構造的側面の指
標を中心として、中学生よりも高校生が高い
値を示すという発達的差異が確認された。 

（3） 二重内的過程による適応性の予測 

向社会的行動の予測性を、中学生と高校生
とで比較した。両サンプルを比較する構造方
程式モデリングを用いた分析を実施した結
果、高校生においてのみ、知識構造の構造的
側面が認知的歪曲を媒介して向社会的行動
を促進することが明らかとなった。 
友人関係適応との関連については、社会的

情報処理指標とソーシャル・ネットワーク分
析を用いて測定した客観的な友人関係の指
標との関係を検討した。分析の結果、関係適
応性を予測する上で、情報処理指標における
知識の内在化の程度を反映した単純な指標
はポジティブな影響を及ぼす一方、複雑な構
造化の程度を示す指標はネガティブな影響
を及ぼしていた。本結果から、知識の内在化
の程度は、社会的行動と関係適応とでは異な
る影響を及ぼす可能性が示唆された。 

（4） 二重内的過程への近接的影響要因 

統制的な養育態度が社会的情報処理の適
応性を高める一方、応答的な養育態度は社会
的自己制御における持続的対処や根気を高
めることが確認された。しつけに関しては、
社会的場面で良いおこないを褒めるしつけ
を行うことが、適切な自己主張能力を高める
ことが見出された。 

（5） 二重内的過程への遠隔的影響要因 

社会環境の特徴として集合的有能感と共
同体暴力経験の２側面に着目し、個人の社会
化の良好さを反映する社会的情報処理と情
動制御の指標を媒介することで、反社会的行
動に影響を及ぼす過程を検証した。分析の結
果、本研究の媒介過程に関する仮説は支持さ
れ、社会環境は直接的に反社会的行動を誘発
するのではなく、当該地域における子どもの
社会化を失敗させることで、間接的にその子
どもたちの反社会的傾向を高めることが確

認された（Figure 1）。 
さらに、集合的有能感と共同体暴力経験か

らなる社会環境の特徴が、個人の社会化の良
好さを反映する社会的情報処理と情動制御
の指標を媒介することで、反社会的行動に影
響を及ぼすモデルの国際比較を行った。日本、
韓国、中国、米国の４か国の比較から、一貫
して社会的情報処理を媒介するモデルが支
持されることが明らかとなった。併せて、複
数国で実施した調査結果において、住民の社
会経済的地位や地域移動率などの社会構造
要因を統制してもなお、地域の集合的有能感
や共同体における暴力事象との直接的な遭
遇が、当該地域の子どもの社会化に有意な影
響を及ぼすことが確認された。 
国内の多様な地域の中学生を対象にサン

プリングした地域階層的データに対して多
段共分散構造分析を実施し、学校単位での集
合的有能感が、同じく学校単位での生徒の社
会的情報処理に及ぼす影響を検討した。学校
レベルの分析から、学校間の集合的有能感の
分散が、その校区に住む生徒の認知的歪曲や
逸脱行為の悪質性を軽視する傾向の分散を
有意に説明することが明らかとなった。同調
査において、地域社会の集合的有能感を高め
る要因として、地域住民同士の私的交流と公
的交流の影響を検討した結果、私的交流と公
的交流のいずれもが集合的有能感の醸成に
貢献していることを確認した。 
本プロジェクトでは、社会的情報処理と情

動制御の２側面から反社会的行動が生起す
る二重内的過程を包括的にモデル化し、その
発達的変化と適応的な方向での様態を明確
化したうえで、内的過程に影響を与える要因
を近接的要因と遠隔的要因の両面から同定
した。本プロジェクトで得られた知見は、多
様な影響要因を同時に検討することの重要
性が指摘されている反社会的行動研究に有
益な示唆を提供するだけではなく、影響要因
の区分を明確化することで、ミクロな個別的
対応とマクロな社会システム的対応の双方
の視点から、総合的に反社会的行動を減少す
る施策へのヒントを提供するものである。 
 

 
Figure 1 二重内的過程による媒介モデル 
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